



















































１９９０（平成 ２）年 ６月 国際女性の地位協会監事
１９９１（平成 ３）年１０月  国際法学会理事（～２００３年１０月）
１９９２（平成 ４）年 ６月 International Law Association, Feminism and Interna-
成城法学７５号（２００７）
１９８・（１５３）
tional Law Committee 委員
１９９３（平成 ５）年 ５月 国際私法学会監事（～１９９６年５月）












１９６５（昭和４０）年 ９月 Hague Academy of International Law Research Center
において “Lessons to be drawn from the judgment of
the International Court of Justice in the Boll Case
with regard to possibilities of unifying private interna-
tional law.” を報告
１９６６（昭和４１）年 ９月 Hague Academy of International Law Research Center
において “The recognition of a State or Government
as a condition for the application of foreign laws.” を
報告
１９６８（昭和４３）年 ５月 国際私法学会第３０回大会において「抵触法におけ







１９８７（昭和６２）年 ９月 Peace Through Law 東京大会において，“Internation-
al Divorce Jurisdiction of the Japanese Court and the







１９９３（平成 ５）年 ７月 オ－ストラリアのシドニ－で開催された The First
World Congress on Family Law and Children’s Rights
において，“Revision of Japanese International Family
Law.” を報告。
１９９４（平成 ６）年 ５月 第９０回国際私法学会において「ハ－グ国際私法会
議第１７会期の成果－国際養子縁組に関する子の保
護及び協力に関する条約について」を報告
１９９６（平成 ８）年 ３月 米国アトランタにおける，日米加三国国際法シン
ポジウムにおいて，“The Impact of Human Rights




１９９７（平成 ９）年 ９月 京都国際会議場における国際法学会百周年記念国
際シンポジウムにおいて，“International Human







２００３（平成１５）年 ９月 LAWASIA 第１８回東京大会（２００３年９月１－５日）
Session 18 “Ways of Dealing with Interational Family







１９９０（平成 ２）年 ５月 法制審議会国際私法部会委員(～２０００年５月）
（法務省）
１９９２（平成 ４）年 ９月 売春対策審議会委員(～１９９９年５月）（総理府）








１９９５（平成 ７）年 １月 司法試験（第２次試験）考査委員（～同年３月）
（法務省）

























２００６（平成１８）年 ６月 社会福祉法人 日本社会事業団 (ISSJ) 理事











































１９９５（平成 ７）年 ３月 Converntion on the Elimination of All Forms of Dis-
crimination agaist Women: A Commentary (Ed. by
Japanese Association of International Women’s Rights.
SHOGAKUSHA, Tokyo（“Artickle 9: Equality with




１９９８（平成１０年） Trilateral Perspectives on International Legal Issues:
From Theory Into Practice (Ed.by T. J. Shouenbaum,
J. Nakagawa & L. C. Reif) Transnational Publishers,
Inc. Ardsley, New York, 1998.（“Chap. 10 The Im-
pact of Human Rights Conventions on the Nationality
Law and the practices of Japan” を執筆）
７月 国際結婚の法律Ｑ＆Ａ（島野穹子，梶村太市との
共著）有斐閣
１９９９（平成１１）年 Japan and International Law Past, Present and Future
(Ed. by Nisuke Ando) KLUER LAW INTERNA-
TIONAL THE HAGUE/LONDON/BOSTON（“Inter-
national Human Rights and the Japanese Law Con-
cerning Family Relations” を執筆）
６月 現代家族法学（利谷信義編）法律文化社（「第１０
章 国際法と家族」を執筆）





















１９７８（昭和５３）年 “The husband nationality principle and the equality of
both sexes,” The Japanese Annual of International

















７月 “International Divorce Jurisdiction of the Japanese









１９９１（平成 ３）年 ３月 “Revision of Japanese private international law, Japa-




１９９５（平成 ７）年 １月 「内外人の婚姻と夫婦の氏」 ジュリスト１０５９号
２月 「国際養子縁組に関する子の保護及び協力に関する
条約について」国際法外交雑誌９３巻６号



















































































































１９９０（平成 ２）年 ６月 「国際私法判例の動き」ジュリスト９５７号（平成元
年度重要判例解説）
１９９３（平成 ５）年 ６月 「離婚及び親権者指定事件におけるアメリカ人の本
国法の決定」ジュリスト１０２４号（平成４年度重要
判例解説）











































１９９７（平成 ９）年 ４月 「国際法協会第６７回ヘルシンキ大会（１９９６年）委
員会報告」（「国際養子縁組委員会」及び「フェミ
ニズムと国際法委員会」を担当）国際法外交雑誌
９６巻１号
６月 「大学院における国際関係法に関する研究教育の現
状と課題－アンケート調査の報告－」（日本学術会
議国際関係法学研究連絡委員会委員として香西茂
等と共同執筆）国際法外交雑誌第９６巻２号
２０００（平成１２）年１２月 「国際法協会第６９回（２０００年）ロンドン（連合王
国）大会報告」（「フェミニズムと国際法委員会」
を担当）国際法外交雑誌９９巻５号
２００５（平成１７）年 １月 「国際法協会第７１回（２００４年）ベルリン大会報告」
（「フェミニズムと国際法」を担当）国際法外交雑
誌第１０３巻４号
２００６（平成１８）年１１月 「国際養子縁組の一断面」ケース研究２８９号
成城法学７５号（２００７）
２１２・（１３９）
